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序
フィリップ· K ・ ディック (Phillip K. Dick)の小説『高い城の男』(The Man
1n the High Castle)は架空の歴史を扱った、 20世紀のアメリカのSFである。
作中の世界では、 日本とドイツが第二次世界大戦に勝利し、 アメリカは両国の
統治下にあることになっている。 ロッキー 山脈の中立地帯を挟んで、 アメリカ
の東の半分はドイツに占領されており、 西海岸は日本の支配下にあるPSA
(Pacific States of America)となっている。 ここでは、 白人たちは、 社会的、 文
化的に日本人の下位におかれており、 主な登場人物たちはいずれも困難な状況
下で生活している。 これは一種のディストピア小説なのである。 とりわけ古物
商の チルダン氏(Mr Childan)は、 取引相手の日本人に自分たちの新しい芸術
作品の価値をないがしろにされ、 こう思う。"Humiliated me and my race. And I'm 
helpless. There's no avenging this; we are defeated ... " (Ch. 11, 177)「やつは私を
侮辱し、 わが民族を侮蔑した。 だが、 私にはどうにもできない。 仕返しのすべ




は、 「高い城J (The High Castle)に住む、 地下出版物である小説『イナゴ身重
く横たわる』(The Grasshopper Lies Heavy)の著者、 ホー ソ ーン ・ アベンゼン
(Hawthorne Abendsen)を亡き者にしようとする、 ナチの暗殺者の共犯者にさ
れそうになる。困難を抱えているのは被支配層のアメリカ人たちだけではない。












明する。 その際、 我々が想定する読者は、 アメリカ人やドイツ人など、 作品の
登場人物たちが関係する各国の読者をも含めるが、 主な考察の対象とするのは
筆者を含めた我々日本人読者ということになるであろう。 考察の対象とする作





ングにも目を見張るものがある。 3 本論で主に扱うチルダン氏と田上氏も、 ド
ラマでは、 原作に描かれた人物像を、 容姿だけでなく言動の面でも見事に演じ
ている。 但し、 原作にない、 ドラマオリジナルの人物については評価が分かれ







































'Paul, l ... am ... hum1hated. 
The room reeled. 
'Why so, Robert?'Tones of concern, but detached. Above involvement. 
'Paul. One moment.'He fingered the bit of jewellery; it had become slimy 
with sweat.'I - am proud of this work. There can be no consideration of 
trashy good-luck charms. I reject.'. 








す。 それを安っぽい幸運のお守りにするなんて、 考えられません。 お断
りします。」（中略）




になってしまうのだろう。 では、 チルダン氏のこの行為は、 意味がないものだ
ったのだろうか。 否、 目に見える成果はなくとも、 自らの信念に従った彼の行
為にこそ意味があったという解釈をしたい。 人が持つべきものとしての意思の










official with the ranking Trade Mission on the Pacific Coast) であり、 現地人のチル
ダン氏に対しても、 顧客として常々高飛車な態度で接している。 だが、 国家間
の車し礫がもたらす危機に直面した時は、 心身の不調に襲われてしまい、 ドイツ
首相の急死を受けて開かれた重要な会議に出席していても、 最後までその場に
留まることができないほどだ。 しかしながら、 作品のクライマックスでは、 大
きな活躍を見せる。バイネス氏ことルドルフ・ ヴェ ーゲナー大尉(Captain Rudolf 





Two burly white men appeared, both armed with pistols equipped with 
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silencers. They made out Mr Baynes. 
'Da ist er,' one said. They started for Mr Baynes. 
At his desk, Mr Tagomi pointed his Colt·44 ancient collector's item and 
compressed the trigger .... With record-eclipsing speed he fanned the hammer 
of the single-action Colt, firing it again and again. 
The S.D. man's jaw burst. Bits of bone, fresh, shreds of tooth, flew in the air. 
(Ch. I 2, 192) 
（二人のたくましい白人が現れた。 どちらもサイレンサーのついた拳銃
を握っている。 彼らはバイネスを見つけた。
ダ ー イ ス ト ・ エ ア
「やつはあそこだ！」片方が言った。 二人はバイネスの方へ近づこうと
した。
デスクの前で、 田上は骨筐のコルト ・ 四四口径を構え、 引金に力を込


























は、 サンフランシスコの街中で、 突如別世界に移動し、 そこからまた戻ってく
るという体験をするのである。 その別世界とは、 実は我々が住むこの世界であ
るらしい。 あるいは本作中で、 アベンゼンによって書かれた小説『イナゴ身重
く横たわる』の中の世界だろうか。 そこでは、 アメリカやイギリスが、 日本や
ドイツに勝った世界が描かれているのだ。 行き先は不明だが、 田上氏が時空間
を移動したことは、 彼の住む世界にはもともと存在しない「エンバーカデロ ・




にとっても重要な役割を担っていると言える。 Amazon ビデオのシーズン 1 の
最終話 'A Way Out' 「運命を握る者」のラストシーンでも田上氏は同様の体験











る力を持つべきであるということである。 だが、 このことについて、 全く逆の
意見を述べている論者もいる。 John V. Karavitis は、 先述の論集に収められた、
"Is It Free Will if You Pay for It?" の中で次のように述べている。
The novel also has the main characters accepting the futility of changing thetr 
lives, and we see this expressed most prominently in the persistent use of the I 









流行している、 「今日のラッキー・ アイテムは00です」などという、 底の浅い




て、 この小説を書いたのはアベンゼンではなく 「 易経」＇であったと言っても過







ている。 あるいは、 日本人全体に対し、 作者のディックも含む大方の欧米人が
持っているイメ ージが投影されている、 と言い換えても良いだろう。 例えば、
日本人の義務に対する観念がいかなるものかについて、 チルダン氏が持ってい
る考え方は以下のようである。
They're out of their minds, Childan said to himself. Example: they won't help a 
hurt man up from the gutter due to the obligation it imposes. What do you call 
that? I say that's typical; just what you'd expect from a race that when told to 
duplicate a British destroyer managed even to copy the patches on the boiler as 
well as ー (Ch.11,173)
（この連中は頭がどうかしてる、 とチルダンは内心でひとりごちた。 例え
ば、 奴らは義務がそう命じれば、 怪我人をドブから引き上げることもし







い」('... it's ersatz as the day is long.') ことをすでに見抜いている (Ch.7, 112) 。
そもそも、 「ポール」や 「ベティ」という彼らの名前からして摸倣であるし、 ベ
ティ自身も、 アメリカ料理を 「本物らしく作ろうとベストを尽くした」 ('Doing



















た、 以下のような会話を写した記述に接した際、 「ジャップ」 (Japs) や「イエ
ロ ー」 (yellow) という語句に込められた日本人に対する差別意識に対して我々
が持つべき嫌悪感は、 ユダヤ人に対する日本人の寛容な態度についての記述で
相殺されてしまう。
By degrees, the two drivers reseated themselves. The older man mumbled,'I 
always forget; they're a little yellow out here.' 
The fry cook said,'No Japs killed Jews, in the war or after. No Japs built 
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ovens ' 
'Too bad they didn't,'the older truck driver said. But, picking up his cof ee 
cup, he resumed eating. 
Yellow, Juliana thought. Yes, I suppose it's true. We love the Japs out here. 






「作りやよかったのによ」年上の運転手はそううそぶくと、 コー ヒ ーカ
ップをもちあげて、 食事に戻った。
イエロー、 とジュリアナは思った。 そう、 確がにそうかもね。 この辺
じゃ日本人は好かれている。）
このように、 本作においての日本とドイツは明らかに扱いが異なっている。 た
だしこの点に関してDarko Suvinは異なる見方をしていて、"[T]he assumption 
that a victorious Japanese fascism would be radically better than the German one is 























ない。 そんなところ」と。 ， ディックらしい、 個人を尊重した理想的な考え方





ているとすれば、 その対象は、 戦勝国である日本やドイツ、 あるいは日本人や
ドイツ人が諷刺の矢面に立たされているということである。 場合によっては、
同じ戦勝国であることになっているイタリアやイタリア人ということになるだ










以上のことをまとめると、 作中の架空の世界においては、 戦勝国は、 日本・
ドイツ。 敗戦国は、 アメリカである。 ここでは、 日本人諷刺やドイツ人謡刺が
遂行されている。 この架空の世界の中の架空の世界、 すなわち 『イナゴ』で描
かれた世界では、状況はこの逆である。戦勝国は、アメリカ ・イギリスであり、
敗戦国は、 日本・ ドイツだ。 これは、 我々の現実の世界とよく似てはいる。 し






























者の一人でもある、ナチスの暗殺者ジョ ー・ チナデーラ(Joe Chinnadella)によ
って簡潔に述べられている。
'Britain wins,'Joe said, indicating the book.'I save you the trouble. U.S. 
dwindles, Britain keeps needling and poking and expanding, keeps the 
initiative. So put it away.'(Ch. 10, 159) 
（ 「イギリスが勝つよ」ジョ ーは本を指差して言った。 「読む手間を省いて











らだ。 もちろん、 日本やドイツが第二次世界大戦に勝つという、 作品自体の基




.. Had he actually walked streets of quiet cars, Sunday morning peace of the 
Tiergarten, so far away? ... God, he cried out. Won't they stop? The huge 
British tanks came on. Another building, it might have been an apartment house, 
or a store, a school or office; he could not tell — the ruins toppled, slid into 
fragments. (Ch. 8, 123-24) 
(. . . 静かに車の行き来する通りを歩いたのは本当のことだったのか、
日曜の朝の平和なティーアガルテンは遠くに行ってしまったのか？．．．
ちくしょう、 と少年は思った。 いつになったらやめてくれるんだ？ 巨
大なイギリス軍の戦車がやってきた。 また一つの建物、 昔はアパー トか
店だったか、それとも学校かオフィスか、彼には分からなかったがーそ










フルシチョフであった。 従って、 チャ ーチルは、 直接的にはフルシチョフを指
すものと考えてよかろう。 あるいは、 スタ ーリンではどうだろうか。 スタ ーリ
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ンは、 さらに長期政権を維持していて、 就任は1922年であり、 1953年に退任
するまで、異常とも言える30年の長きにわたって党と国家に君臨し、様々な悲
劇をロシア人のみならず周辺の各民族に与えたことで悪名高い。 チャ ーチルは
スタ ー リンのことであると言っても良いだろう。 このようにして、 人物を置き










作者の側から考えてみると、 ディックは、 チャ ーチルをチャ ーチル個人とし





















万別であり、 一概に言えない。 白人、 黒人、 ヒスパニック、 東洋系の移民から
先住民に至るまで、 まさに千差万別だ。 アメリカ人Iはアメリカ人IIではない




Robert Childan felt his face flush, and he bent over his new drink to conceal 
himself from the eyes of his host. What a dreadful beginning he had made. In a 
foolish and loud manner he had argued politics ... They're so graceful and 






チルダン氏は、 精神的な面、 文化的な面での劣等感を持つだけではない。 日本
人女性の美しさを目の当たりにすることによって、 身体的な差異の面でも彼の
内面は傷つけられてしまうことになる。
Betty, having returned from the kitchen, had once more seated herself on the 
carpet. How attractive, Robert Childan thought again. The slender body. Their 
figures are so superior; not fat, not bulbous .. . Lovely dark colours of her skin, 
hair, and eyes. We are half-baked compared to them. Allowed out of the kiln 
before we were fully done. The old aboriginal myth; the truth, there. (Ch.7, 
l 08-09) 
（キッチンから戻ってきたベティがカーペットの上に坐り直した。 何と魅
力的なんだろう、 とロバート ・ チルダンはあらためて思った。 このほっ
そりした体。 日本女性のスタイルは全く素晴らしい。 ぶよぶよした贅肉







white barbarian)だ」を「黄色い野蛮人(the yellow barbarian)」と言い換えてみ
るということだ。 そうすることで、 自ら卑下するチルダンの心情がいかに切実




述べたが、 こ の判断は、 我々が日本人の読者であって、．白人の読者ではないこ





















っているが、 一方、 田上氏は我々と同じ日本人である。 本論の冒頭で触れた、
チルダン氏がポール梶浦に対して放った「謝罪を求めます」という言動を我々
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が読んだ場合と、 田上氏が拳銃を撃ったり、 書類に 「釈放せよ」と記入して突
きかえしたりする場面を読んだ場合とでは、印象が全く異なるのは当然である。
我々は、 作品をいかに客観的に読もうとしても、 日本人読者であるという現実
からは逃れられないのだ。 我々は、 田上氏とは同一化しやすいが、 チルダン氏
とは距離感がある。 逆に、 ポール梶浦やその妻には、 親近感を抱いてしまいが
ちだ。 先に、『高い城の男』は、 直接的にはアメリカ人読者に向けて、 ひいては






















架空の現実の中での、 個人間と国家間の支配 ・被支配、 対立や抗争がテーマで
あることから、読解の際にも、 個人のレベルと並んで、 国家や民族の違いに注




とした扱いをして、 訊刺がいかに機能しているかを見た。 また、 読者を論ずる
際にも、 個人の差よりは、 所属する国や民族の差に還元して考察をしてきた。
これは、 単純化のそしりを免れない面がある。 本論でも触れたが、 実際には国
の違いと同様に、 個人の違いも大きな比重を占めるはずである。 日本人Iは日







とっても、 この作品の存在は意味を持ち続けるであろう。 これは、 ひいては、
世界の読者にとって存在意義を持ち続けるであろう、と・いうことに他ならない。
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